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Ⅰ 戦略プロジェクトについて 
 

 

 

 

 

 平成27年度からスタートした総合計画の基本目標＊１を達成するため，各分野

の29施策＊２において，それぞれ取組を推進していく一方で，未来に向け，特に

重点的・施策横断的に取り組む必要のある課題に対応するため，施策単位での

取組を連携させながら事業実施の効果を高め，課題を解決し，基本目標の達成

や将来像の実現を目指していく必要があります。 

 このことから，本市の課題等を踏まえた，重点的・施策横断的な取組を「戦

略プロジェクト」として展開します。 

 取組期間は，おおむね３年を目途に重点を置いた取組を進めます。 

 
＊１ 基本目標 

  総合計画の基本構想に掲げている「目指す将来像」の実現のため，まちづ

くりの理念や方向性を表したもの 
 

＊２ 施策 

  目指す将来像の実現に向けて取り組む課題を明確にするために，４つの基

本目標の下に位置付けたもの。施策毎に目標値を設定するなどして達成度の

評価を行います。 

 

 

 

 

 

重点１ 「食と農」・「ものづくり」応援プロジェクト 

  本市の魅力ある農畜産物などの地域資源を活用した取組を進めるとともに，

関連する食品関連産業やものづくり関連産業の高付加価値化やビジネス環境

整備の取組により産業の振興を図ります。 

また，戦略的な企業誘致や企業支援のほか，新たな市場開拓や新商品開発等

を目的とした異業種交流の促進により，活力あふれるまちづくりを推進します。 

 

 

１ 戦略プロジェクトとは何か 

２ 平成30年度戦略プロジェクト 
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重点２ みんなが支える子ども・子育て安心プロジェクト 

若い世代や子育て世代が，希望を持って子どもを産み育てることができるよ

う，さまざまな保育ニーズに柔軟に対応するための支援を行うなど，子育て環

境を充実します。 

また，子育ての相談や子どもの健全な成長を支援する体制の充実を図り，盛

岡に住み続けたいと思える，安心して子育てのできるまちを実現します。 

 

 

重点３ 2020あつまる・つながるまちプロジェクト 

本市を訪れる旅行客が満足し，選ばれる観光地域となるため，歴史や自然，

文化などの恵まれた観光資源を生かし，ブラッシュアップするとともに，国内

外からの観光客受入態勢の整備を進めるほか，様々な媒体を通じ，本市の魅力

を積極的にプロモーションします。 

また，2019年ラグビーワールドカップや2020年東京オリンピック・パラリン

ピックの機運を高め，ホストタウン事業などに取り組むとともに，ＭＩＣＥの

誘致や盛岡ファンづくりを推進するなど，交流人口を増やし，魅力があふれる

まちづくりを推進します。 

 

 

Ⅱ 戦略プロジェクト評価について 

 

 

 

 

戦略プロジェクト評価は，各戦略プロジェクトの目的や目標がどこまで達成

されたか等の視点により評価するものです。 

また，戦略プロジェクトは，設定した取組期間内において目標を達成するこ

とが求められていることから，前年度の実績を踏まえながら当該年度の評価時

点における進捗状況評価（事中評価）を実施することで，戦略プロジェクトの

着実な推進を図ります。 

 

 

 

 

 

１ 戦略プロジェクト評価は何のために行うのか 
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計画（ＰＬＡＮ）→実施（ＤＯ）→評価（ＣＨＥＣＫ）→改善（ＡＣＴＩＯＮ）

の循環（マネジメントサイクル）を確立し，市の行政活動について絶えず振り

返りを行うことにより，次年度以降の企画の立案や予算編成に反映させていく

仕組みです。 

 

○総合計画の進行管理 

 

 

 

 

 

戦略プロジェクト評価の評価結果は，今後の戦略プロジェクトの推進や構成

事業の見直しに活用するとともに，戦略プロジェクトの期待する効果や意図実

現に向けて特に高い効果が得られる事業に対し，重点的に予算を配分するなど，

予算編成に活用することとしています。 

経営資源を投じ，実施計画に 
基づいた事業を実施します。 
 
 
▼事業実施 
 
 

Do（実施） 

事業の進捗状況の把握や成果指
標等による課題の分析など，施
策等の評価を行います。 
 
▼まちづくり評価アンケート 
▼行政評価 
▼行政評価結果の公表 

Check（評価） 

評価結果をもとに，事業の改善
を行います。 
 
 
▼各施策の取組内容の見直し 
▼戦略プロジェクトの構成事業
の見直し 

Action（改善） 

事業の立案，見直しに基づき 
計画を策定します。 
 
 
▼実施計画の策定 
 
 

Plan（計画） 

２ どのような仕組みか 

３ 評価結果を何に反映させるのか 

事務事業 

(約 1,000） 

施策の柱 

（８） 

施 策 

（41） 

基本事業 

（104） 

施 策 の 体 系 

基本構想の目標年次：平成 27 年次 
計画の期間：平成 17 年度から平成 26 年度 
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（余白） 
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